
第１章 歴史的風致形成の背景 

- 22 - 

 

３. 歴史的環境 
 

歴史 

1) 旧石器時代～弥生時代（約１万２千年前～３世紀頃）

後期旧石器時代の石器を製作した遺構がＪＲ宇
う

都
つの

宮
みや

線
せん

自
じ

治
ち

医
い

大
だい

駅の東側台地上で確認されているほか、姿川の西

岸の後期古墳や下野国分寺・尼寺が造られた台地上でもこ

れまでの調査で、黒曜石製のナイフ形石器などが出土して

いる。これらのことから、本市でも後期旧石器時代から

人々が生活していたことが分かっている。 

 その後、後期旧石器に続く縄文時代草
そう

創
そう

期
き

（約１万１千

年前）には、薬師寺稲
とう

荷
か

台
だい

遺跡から爪
つめ

形
がた

文
もん

土器が発見され

ている。この土器が出土した直径２ｍ程度の円柱形の穴の

中からは、爪形文土器と共に黒曜石製の石鏃
せきぞく

（矢じり）１

点のほか、石材や石器を加工した際にできる剥
はく

片
へん

などが出

土している。ただし、縄文時代草創期から前期にかけては、

ごく限られた遺跡から土器などが見つかる程度であり、定

住した人々は少なかったと考えられている。 

 縄文時代中期以降になると、徐々に集落が確認されるよ

うになる。神
かみ

ノ
の

内
うち

遺跡や国分寺北遺跡、絹
きぬ

板
いた

大
だい

六
ろく

天
てん

遺跡、

西原南遺跡などから竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

をはじめとした遺構が発

見されており、市内の広範囲に人々が定住を始めたことが

分かっている。 

 栃木県内では、これまで確認されている弥生時代の遺跡

の数は少なく、古墳時代の集落に比べ規模も小さいものが

多い。確認されている弥生時代の遺跡の多くは、宇都宮市

南部から本市にかけての台地上に多く分布している。特に

三王山地区では、20 軒を超える後期の竪穴住居跡が確認

されている。また、箕
みの

輪
わ

城
じょう

跡
あと

から見つかった竪穴住居跡

からは、現在の群馬県や茨城県、埼玉県などの関東地方の

他地域から運び込まれたと考えられる土器が出土してい

る。このことから本市周辺地域では、当時から広範囲（関

東圏）において、ヒトとモノの交流があったと考えられて

いる。また、三
さん

王
のう

山
やま

地区の朝
あさ

日
ひ

観
かん

音
のん

遺跡からは北関東地区

でも例の少ない鉄剣（全長 30cm）が出土している。 

 

爪形文土器（薬師寺稲荷台遺跡出土）  
 
 

 
鉄剣（朝日観音遺跡出土）  

 
 

 
下野市における旧石器～弥生時代の遺跡  
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2) 古墳時代（４～７世紀前半） 

三王山地区では、４世紀前半頃に、弥生時代後期の集落

痕を覆うように、古墳時代前期の方墳や前方後方墳
ぜんぽうこうほうふん

が築造

された。中でも三
さん

王
のう

山
やま

南
みなみ

塚
づか

古墳群２号墳からは、東海地

方の影響を受けた土器類が出土しており、その遺物の年代

から北関東地方でも最古級の古墳と考えられている。 

５世紀末から６世紀になると、本市西部を流れる姿
すがた

川
がわ

と思
おもい

川
がわ

に挟まれた地域に首長墓が造られるようになり、

とくに思川と姿川の合流点付近には、摩
ま

利
り

支
し

天
てん

塚
づか

古墳（小

山市 国指定の史跡）、琵
び

琶
わ

塚
づか

古墳（小山市 国指定の史

跡）、吾
あ

妻
づま

古墳（栃木市・壬
み

生
ぶ

町
まち

 国指定の史跡）と長さ

が 120ｍを超える前方後円墳が続けて造られた。 

６世紀中葉以降は、思川、姿川、田
た

川
がわ

流域に古墳が造ら

れるようになり、東部の田川流域では、三王山地区に全長

約 80ｍの前方後円墳である 39 号墳（三王山古墳）をはじ

めとする古墳が造られた。 

また、後に下
しも

野
つけ

薬
やく

師
し

寺
じ

が建 立
こんりゅう

される薬師寺地区にも、

全長 80ｍ級の前方後円墳で、 凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

を巧みに利用した

複室
ふくしつ

構
こう

造
ぞう

の長大な石室を持つ御
お

鷲
わし

山
やま

古墳が築造された。御

鷲山古墳より南に位置する別
べっ

処
しょ

山
やま

古墳からは、墳丘の規模

と比較して豪華な副葬品である銀
ぎん

装
そう

大
た

刀
ち

、三
さん

鈴
れい

鏡
きょう

などが

出土している。西部姿川流域の石橋地区には、全長 80ｍ

級の前方後円墳で、巨大な凝灰岩の板石を使用した石室と

墳丘に多数の埴
はに

輪
わ

群をもつ横塚
よこつか

古墳が築造された。 

さらに、東北本線と東北新幹線の工事により消失してし

まった下石橋
しもいしばし

愛
あた

宕
ご

塚
づか

古墳は、全長 80ｍ級の帆
ほ

立
たて

貝
がい

形
がた

古墳

で、複数の巨大な凝灰岩を使用した複室構造の石室を持ち、

金銅製の馬具類とともに墳丘上に埴輪に替わって並べら

れたと考えられる須
す

恵
え

器
き

甕
かめ

類
るい

の破片が多数出土している。

下野国分寺跡周辺にも、国
こく

分
ぶん

寺
じ

愛
あた

宕
ご

塚
つか

古墳、丸
まる

塚
づか

古墳（い

ずれも県指定の史跡）、山
さん

王
のう

塚
づか

古墳、出土した埴輪等の遺

物が国指定の重要文化財に指定されている 甲
かぶと

塚
づか

古墳など、

多くの重要な古墳が現存し、当地域が有力な豪族の支配下

にあったことがわかる。 

このように、本市周辺には古墳時代後期の大型古墳が多

数確認されており、墳丘の１段目が平坦で石室が前方部に

あり凝灰岩を使うなどの特徴がみられるこれらの古墳は、

下野型
しもつけがた

古墳と呼称される。 

 
壺型土器（三王山南塚古墳群２号墳出土）  

 

 

御鷲山古墳  
 

 
御鷲山古墳石室  

 

 

透彫金具（下石橋愛宕塚古墳出土）  
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下野市周辺の主な古墳

三王山地域  

薬師寺地域  

国分寺地域  

＜下野市教育委員会『下野市歴史文化基本構想』，2016.11，p.41＞ 
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3) 奈良・平安時代（８～11 世紀） 

律令期
りつりょうき

になると、行政
ぎょうせい

区分
く ぶ ん

として全国に五
ご

畿
き

七
しち

道
どう

が整

備され、当地は東山道
とうさんどう

に属するとともに、官
かん

道
どう

として東山

道が敷設された。沿線には国の機関で古代の役所である官
かん

衙
が

（西
にし

下
しも

谷
や

田
た

遺跡、河内郡衙跡の史跡上
かみ

神主
こうぬし

・茂
も

原
ばら

官衙遺

跡、多功遺跡）や寺院等が設置された。 

７世紀後半頃には、中央政府で大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

の制定にも関

わった下毛
し も つ

野
けの

朝
あ

臣
そん

古
こ

麻呂
ま ろ

一族の本
ほん

貫
がん

地
ち

に下野薬師寺が建

立されたと考えられている。その後、８世紀前半には現在

の県庁にあたる下
しも

野
つけ

国
こく

庁
ちょう

（栃木市 国指定の史跡）が置

かれ、天
てん

平
ぴょう

13 年（741）の聖
しょう

武
む

天皇の国分寺建立の 詔
みことのり

を受け、８世紀中頃には現在の国分寺地区に下野国分寺・

尼寺の造営が進められた。 

天平勝
しょう

宝
ほう

５年（753）に唐から鑑
がん

真
じん

を招
しょう

聘
へい

したことで、

僧の資格を得るための正式な受戒が可能となり、翌年には

東大寺大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

前で聖武上皇以下 400 人の僧侶が受戒した。

その後、筑
ちく

紫
し

（現在の福岡県）観
かん

世
ぜ

音
おん

寺
じ

と下野薬師寺に戒
かい

壇
だん

が置かれ、後に「本
ほん

朝
ちょう

三
さん

戒
かい

壇
だん

」と呼ばれた。東大寺には

近畿圏から、観世音寺には西国から、下野薬師寺には東国

の僧侶を目指す優秀な人材が集まり、勉学に励んだと考え

られている。 

また、宇都宮市南部から壬生町、本市域にかけて７世紀

後半から８世紀中頃の遺跡から多数の新
しら

羅
ぎ

系
けい

土
ど

器
き

や畿
き

内
ない

産
さん

土
は

師
じ

器
き

が出土している。 

下野薬師寺跡に隣接する落
おち

内
うち

遺跡では、薬師寺創建前の

時期から 10 世紀中頃までの竪穴建物跡が約 120 軒確認さ

れている。これらの遺構から畿内産土師器や新羅系土器も

複数点出土している。当時のことを記録した養
よう

老
ろう

４年（720）

の『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』や延
えん

暦
りゃく

16 年（797）の『続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』にも

数回にわたって東国やこの下野国内に渡来系の人々を配

置したことが記されており、土器の出土はこれらの記載を

裏付けている。 

また、下野薬師寺が下野一族の氏
うじ

寺
でら

から官
かん

寺
じ

になった際

にも平城京から工人が派遣された記録があり、畿内産土師

器の出土などとの関連性が考えられる。 

 

 

 

下野薬師寺（ＣＧによる復元）  
 

 

新羅系角付土器（落内遺跡出土）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奈良・平安時代の寺院・官衙跡の分布  

＜下野市教育委員会『下野市歴史文化基本構想』，2016.11，p.43＞ 
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4) 鎌倉時代～戦国時代（12～16 世紀） 

鎌倉時代から戦国時代、本市は北の宇都宮氏と南の小山氏の勢力範囲の境界であったことから、

各地に多くの城館が築かれた。また、中世に整備された街道でうしみちと呼ばれる鎌倉から下野を

経由して陸奥を結んでいた奥
おく

大
だい

道
どう

が整備された。うしみちの遺構は、下古館
しもふるだて

遺跡の発掘調査により

発見された。 

 南
みなみ

河
かわ

内
ち

地
ち

区
く

では、小山氏一族の支族である薬師寺氏が薬師寺城を築くが、薬師寺氏の動静は 15

世紀後半以降不明である。石橋地区では、宇都宮氏の南方の拠点となる多
た

功
こう

城
じょう

の支城として、宇都

宮一族の児
こ

山
やま

氏が児山城を築城し、その周囲には複数の小規模の館を配置して防衛ラインを構築し

た。現在でも土
ど

塁
るい

と堀
ほり

の跡が一部残存している箇所や、既に遺構は消失しているが 郭
くるわ

内
うち

など館跡の

関連性を示唆する地名が残されている。最終的に児山城は、宇都宮氏が改易※となる慶 長
けいちょう

年間（1596

～1615）まで存続したとされている。国分寺地区では、鎌倉初期の小
お

山
やま

朝
とも

政
まさ

譲 状
ゆずりじょう

に「国分寺敷地」

と表記されており、現在の下野国分寺跡・国分尼寺跡一帯が、当時は小山氏一族の支配下に置かれ

ていたことがわかる。 

箕
みの

輪
わ

城
じょう

は、中世後期以降に築城されたと考えられており、東側に姿川を配置した城の構えである

ことから東方の敵に備えた城の構造であり、宇都宮方か結城・久
く

下
げ

田
た

・下館方からの攻撃に対峙す

る城であった可能性が高い。 

城館以外の中世の遺跡としては、下古館遺跡があり、東西約 480ｍ・南北約 160ｍ・幅約４ｍの

薬
や

研
げん

堀
ぼり

に囲まれ、中央をうしみちが通っている。また、宗教施設、祭
さい

祀
し

施設、建物などが堀によっ

て区画された遺構が確認された。これらは宿
しゅく

・市
いち

または門前市
もんぜんいち

の跡と考えられ、中世の都市構造を

示す貴重な遺跡として評価されている。 

このほか、南河内地区には、鎌倉初期の供
く

養
よう

塔
とう

として東
ひがし

根
ね

供養塔が残されている。この凝灰岩製

の石造物は、東根地域を支配した佐
さ

伯
えき

氏
し

が、亡き父母の供養のために建てたもので、塔を製作した

人物名も刻まれており、渡来系氏
し

族
ぞく

が関わっていたことがわかる。また、国分寺地区の小金井で約

16,000 枚、国分寺で約 12,000 枚、上芝遺跡で 162 枚の渡来銭が見つかっており、埋納銭か備蓄銭

かは判然としないが、大量の銭を収集できるだけの勢力基盤があったと考えられている。 

南北朝時代、足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

・直
ただ

義
よし

が討幕に伴う戦の戦死者を弔うために、全国に安国寺・利
り

生
しょう

塔
とう

を設

けることとなった際に、下野国では下野薬師寺が選ばれ、暦応
りゃくおう

２年（1339）に安国寺と改称された。

しかし、改称後も一般には薬師寺と呼ばれていた。 

本市周辺は、北の宇都宮氏と南の小山氏の勢力の交わる地域であったことから、度々戦が行われ

た。康
こう

暦
りゃく

２年（1380）には裳
も

原
ばら

（現在の宇都宮市茂原）で宇
う

都
つの

宮
みや

基
もと

綱
つな

と小
お

山
やま

義
よし

政
まさ

が戦っている。天

文７年（1538）には宇都宮氏の内紛に伴い、宇都宮氏の重臣である芳賀
は が

高経
たかつね

が児山城跡に籠城した

ほか、永禄元年（1558）には、上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

が下野に侵攻し、多功城を攻め、児山城主である児
こ

山
やま

兼
かね

朝
とも

も出陣し上杉勢を退けるが、児山兼朝が討死したとの記録が残されている。戦国末期の北条氏の下

野侵攻に伴い元
げん

亀
き

２年（1571）北条氏と結城氏が薬師寺地域周辺で戦い、北条方の軍勢により安国

寺が焼失する。その後も天正６年（1578）に反北条方（佐竹氏等）が北条方となった壬生氏を攻め

るために薬師寺地域に進軍したほか、天正 11 年（1583）には北条方の壬生
み ぶ

義雄
よしたけ

と反北条である宇

都宮国綱と結
ゆう

城
き

晴
はる

朝
とも

が戦い、北条方を撃退するが薬師寺地域一体は焼失したと伝えられている。 

※改易：大名・旗本などの所領や居城・陣屋・屋敷などを没収すること。 
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中世文化財分布図  

＜下野市教育委員会『下野市歴史文化基本構想』，2016.11，p.45＞
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5) 江戸時代（17～18 世紀） 

五街道（東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街

道）は江戸時代に徳川幕府の政策として整備されたが、日

光街道は、歴代徳川将軍が初代徳川家康の命日に日光東照

宮で行われる大祭に参加する日光社
しゃ

参
さん

を契機として整備

され、江戸から下野国を経て奥州方面に至る物流の幹線道

路としての機能も有していた。これらの街道は将軍や大名

をはじめ多くの人々の往来があり、特に将軍の社参の際に

は 10 万人を超える大行列となった。 

江戸時代には五街道の一つである日光街道と、その脇
わき

往還
おうかん

である関
せき

宿
やど

通
どおり

多
た

功
こう

道
どう

（日光
にっこう

東
ひがし

往
おう

還
かん

）、日光
にっこう

道中
どうちゅう

壬
み

生
ぶ

通
どおり

（日光西街道）が現在の市域内を通っていた。 

本市域内には、小金井宿と石橋宿が設置され、人・物の

盛んな往来を背景に発展した。天保 14 年（1843）の『日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

宿
しゅく

村
そん

大
たい

概
がい

帳
ちょう

』によると、石橋宿は旅
はた

籠
ご

30、家数

79、人口 414 人、小金井宿は旅籠 43、家数 165、人口 767

人であった。小金井の慈
じ

眼
げん

寺
じ

・石橋宿の開
かい

雲
うん

寺
じ

は、日光社

参の際の将軍の休憩所とされ、それぞれ御
ご

殿
てん

所
しょ

が設けられ

ていた。将軍の社参に伴い、街道を行き交う人々や近隣集

落から手伝いに集まった人々でにぎわう活気のある宿場

であったことが記録されている。なお、慈眼寺には、宿場

の男衆が句会を開催していた句
く

額
がく

が、また小金井宿内には

俳諧
はいかい

碑
ひ

が残っており、文化レベルが高かったこともわかる。 

また、日光街道の整備に伴い、江戸日本橋から 22 里（約

88km）の地点に小金井一里塚が設置された。小金井一里塚

は明治以後に日光街道が国道４号となった後も存続し、全

国的にも一対となる２基の塚が現存する一里塚は貴重で

あることから、大正 11 年（1922）に国指定の史跡となっ

た。なお、23 里目の下石橋一里塚も西塚のみであるが現

存している。 

南河内地区には宿場は存在しなかったが、関宿通多功道

が通り、文化２年（1805）刊の『木
き

曽
そ

路
じ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

』や文化

３年（1806）の『五
ご

街道分間
かいどうぶんげん

延
のべ

絵
え

図
ず

及び見取絵図－関宿通

多功道絵図』には、当時の安国寺（旧下野薬師寺）周辺の

様子が描かれている。これらの絵図から、安国寺周辺は小

規模ながら門前町のような 佇
たたず

まいであったことがわかる。

寛政
かんせい

年間（1789～1801）以降に、秋田藩の陣屋が置かれた

仁
に

良
ら

川
がわ

や、吉
よし

田
だ

河岸
か し

に隣接した吉田村も、街道沿いに建物

が建ち並ぶ街並みが形成された集落であった。 
 

天保期の小金井宿  

＜日光山道中絵図＞ 

 

 

慈眼寺  
 

 

開雲寺  
 

 

文化期の安国寺周辺  

＜木曽路名所図会＞ 
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このように、人・物が往来する街道の後背地として広がる農村では、江戸時代中期より農家の副

業として結
ゆう

城
き

紬
つむぎ

が盛んに生産されるようになり、江戸時代後期より干
かん

瓢
ぴょう

、養蚕
ようさん

などの商品作物の

生産が盛んになっていった。 
 

近世文化財分布  
＜下野市教育委員会『下野市歴史文化基本構想』，2016.11，p.45＞ 
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6) 明治以降（19 世紀～） 

明治維新後、現在の下野市に編入されている地域は、

廃藩
はいはん

置県
ち け ん

により、真
も

岡
おか

県
けん

から日光県に属したが、明治６年

（1873）に栃木県に編入された。真岡県の時期に真岡県知

事事務所が開雲寺敷地内に置かれた。明治 22 年（1889）の

町村制施行後には、村々の合併により吉田村、薬師寺村（南

河内地区）、姿村、石橋町（石橋地区）、国分寺村（国分

寺地区）が成立し、これが第二次世界大戦後にさらに合併

して南河内町、石橋町、国分寺町となり、平成 18 年（2006）

の合併で下野市となった。 

明治時代、現在の自治医科大学がある場所は、官有
かんゆう

の

平地
へ い ち

林
りん

が広がり周辺住民の採草地
さ い そ う ち

として使用されていた

が、明治 44 年（1911）に栃木
と ち ぎ

種馬所
たねうましょ

が設置され軍馬生産の

一翼を担った。その後第一次世界大戦の影響を受け大正 13

年（1924）に廃止、２年後に畜産技術や農業者の指導機関

として栃木県
と ち ぎ け ん

種畜場
しゅちくじょう

が設立された。昭和 38 年（1963）に栃
とち

木
ぎ

県
けん

畜産
ちくさん

試験場
しけんじょう

へと改組されたが、高度
こ う ど

経済
けいざい

成長期
せいちょうき

の僻地
へ き ち

医療政策による昭和 47 年（1972）の自治医科大学の開学

と周辺地域の都市開発に伴い西那須野
に し な す の

畜産
ちくさん

試験場
しけんじょう

に統合

移転となった。自治医科大学周辺は大学の開学に伴い、昭

和 58 年（1983）に自治医大駅が開業するとともに、同年か

ら自治医科大学周辺開発事業が施行され、現在の市街地が

形成され始めた。 

明治時代から昭和初期にかけて、栃木県の干瓢生産が大

きく発展を遂げる。栃木県産干瓢の９割は大阪、東京など

の県外へ鉄道輸送により移出され、その半分が明治 18 年

（1885）に開業した石橋駅から運ばれたため、石橋町は干瓢の商取引を行う問屋や仲買商が多く集

まった。このことは明治以降の石橋町の発展に大きな影響を及ぼした。江戸時代から石橋宿には馬

宿があり、東北本線が宇都宮まで開通した明治 18 年頃に全国的に知られるようになり、明治 38 年

（1905）に正式に馬市場が開設された。馬市場は昭和 18 年（1943）、第二次世界大戦の戦況の悪

化により閉鎖するが、戦後再開されて家畜市場となった。家畜市場は耕
こう

運機
う ん き

の発達により昭和 30 年

代の半ばから馬に代わって牛が中心に取引されるようになり、平成元年（1989）３月６日のせり市

を最後に閉場となった。国分寺町は東北線の開通をうけて明治 26 年（1893）に小金井駅が開業し、

旅
はた

籠屋
ご や

を中心とした商業から倉庫業や貨物運送業へと変化し、物資輸送の拠点として発展した。ま

た、昭和 41 年（1966）には、当時の国鉄が小山電車区を小金井に建設、開業し、小金井駅始発、終

着の電車が増発された。 

 

現在の自治医科大学周辺（大正 14 年頃）  

石橋家畜市場の様子（昭和 30 年代）  

 

小金井駅を通過する汽車（昭和 10 年代）  

＜国分寺町『図説  国分寺町の歴史』，2000，p.159＞ 
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市内には、数多くの遺跡が残されているが、そのうちの

下野薬師寺跡及び下野国分寺跡が大正 10 年（1921）に栃

木県内初の国の史跡として指定された。昭和 39 年（1964）

には、下野国分尼寺跡の発掘調査が始められ、昭和 40 年

（1965）に国の史跡として指定され、史跡整備が実施され

た。昭和 47 年（1972）には、国分寺町が史跡・文化財に

めぐまれた地域として、文化庁から文化財保護モデル地区

として指定された。その後、昭和 61 年（1986）に下野国

分尼寺跡に隣接して栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

が開館したほか、平成３年（1991）には、資料館に近接し

て栃木県立埋蔵文化財センターが開所した。これらの施設

の設置とともに、下野薬師寺においては、昭和 41 年（1966）

から発掘調査が実施され、平成 13 年（2001）には史跡下

野薬師寺跡ふるさと歴史の広場がオープンし、第１期整備

事業が終了した。また下野国分寺跡も発掘調査が実施され

るとともに、整備事業を実施し、平成 26 年（2014）に史

跡公園として公開されている。このように、各史跡を中心

として整備事業が実施され、文化財を活用したまちづくり

が進められてきたが、それらを含めた文化財を総合的に保

存・活用するために平成 28 年（2016）に下野市歴史文化基本構想を策定した。 

 

7) まとめ 

本市は、約１万１千年前の縄文時代草創期にはすでに人が定住しており、古代から現代まで、特

徴的な地形により寺院等の施設や集落は河川、沢等に近い台地部のほぼ同じ位置に継承され、各時

代の遺構が重なり合って発見されている。また、古墳～奈良・平安時代の文化財とその拠点を結ぶ

交通網が各時代に発展し、時代を通じてヒトとモノの交流を生み出していた。本市における地域の

空間的役割は、戦いで建造物の焼失などを経験しながらも、連綿と受け継がれてきたといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

下野国分寺跡オープン記念式典  

 

整備後の下野国分尼寺跡  

＜下野市『史跡下野国分尼寺跡第２期保存整備基本計

画』，2012.3，p.19＞ 



第１章 歴史的風致形成の背景 

- 32 - 

 

 
下野市における歴史的環境の分布  
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関わりのある人物 

1) 下
しもつ

毛
け

野
の

朝
あ

臣
そん

古
こ

麻
ま

呂
ろ

（？～709） 

下野の在地豪族出身で中央貴族化した下毛野氏を代表する人物で、

７世紀後半から８世紀初めにかけて中央政界で活躍し、下野薬師寺の

創建に関わりがあったと考えられている。 

  古麻呂の名は『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』の持
じ

統
とう

３年（689）10 月が初
しょ

出
しゅつ

で、すで

に中央貴族相当の直
じっ

広
こう

肆
し

の地位にあったとされる。その後、大宝律令

の選定に携わった功績から、 兵
ひょう

部
ぶ

卿
きょう

や式
しき

部
ぶ

卿
きょう

を歴任し、和銅２年

（709）12 月に式
しき

部
ぶ

卿
きょう

大将軍
だいしょうぐん

正
しょう

四位
し い

下
げ

として逝去
せいきょ

した。 

 

 

 

2) 弓削
ゆ げ

の道
どう

鏡
きょう

（？～772） 

河内国
かわちのくに

若
わか

江
え

郡
ぐん

の弓削
ゆ げ

郷
ごう

（大阪府八尾市）の出身で、孝
こう

謙
けん

太
だ

上
じょう

天皇

（後に重
ちょう

祚
そ

※した称
しょう

徳
とく

天皇）の信任を得て天平
てんぴょう

神
じん

護
ご

元年（765）には

太
だ

政
じょう

大
だい

臣
じん

禅
ぜん

師
じ

となり、翌年には天皇に次ぐ地位である法王
ほうおう

にまでの

ぼりつめた。しかし、宝
ほう

亀
き

元年（770）８月に称
しょう

徳
とく

天皇が崩御
ほうぎょ

すると

後ろ盾を失い、造
ぞう

下野国
しもつけこく

薬
やく

師
し

寺
じ

別当
べっとう

として下野国に配
はい

流
る

されることと

なる。その後、宝亀３年（772）４月に下野の地で死去するが、その

葬送については「死するときは庶人
しょにん

を以てこれを葬る」と明記されて

おり、法王までのぼりつめた道鏡も死に際しては一般庶民と同じ扱い

がなされた。 

現在、下野薬師寺跡南東に所在する 龍
りゅう

興
こう

寺
じ

の境内には道鏡塚と伝

えられる塚が残されており、発掘調査から直径約 38ｍの円墳である

ことかが確認されている。 

※重祚：退位した天皇が再び即位し、天皇となること。 

 

3) 孝
こう

謙
けん

天皇（718～770） 

天平
てんぴょう

勝
しょう

宝
ほう

元年（749）から天平宝字２年（758）に在位した史上６

人目の女帝で、淳
じゅん

仁
にん

天皇に譲位した後に、天平宝字８年（764）に称

徳天皇として重祚し神護景
じ ん ご け い

雲
うん

４年（770）に崩御した。下野薬師寺に

配流された道鏡を寵愛
ちょうあい

し、天皇の位に次ぐ法王にまで任じた。 

本市の上
かみ

大領
だいりょう

には明治時代に創建されたとされる孝謙天皇神社が

存在している。神社の伝承によれば、配流された道鏡を追って天皇が

下野国までやって来たが、会うこともなく亡くなったため、神社付近

に葬ったという。 

実際には天皇の崩御後に道鏡が下野薬師寺に来ているため事実と

は異なるが、神社の近くには孝謙天皇の女官の墓と伝わる塚があるこ

とから、来訪した女官が天皇として伝わったものと考えられている。 

 
イメージ「下毛野朝臣古麻呂」  

＜南河内町教育委員会『－解説図録－  ビ

ジュアル下野薬師寺』，2002，p.28＞  

 

 

龍興寺の道鏡塚  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
孝謙天皇神社  
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4) 親鸞
しんらん

（1173～1262） 

平安時代末期から鎌倉時代にかけて活躍した僧で、浄土真宗の開
かい

祖
そ

である。９歳で出家し、比
ひ

叡
えい

山
ざん

での修行の後、浄土宗の開祖である法
ほう

然
ねん

の弟子となった。法然の法難に連座して越後に配流となり、その後

罪を許されて常
ひた

陸
ち

・信
しな

濃
の

・下野などで布教を行った。貞
じょう

永
えい

年間（1232）

に京都に戻り、著述と門弟の指導につとめた。  

国分寺にある蓮
れん

華
げ

寺
じ

には大
だい

蛇
じゃ

済
さい

度
ど

と呼ばれる伝説があり、この伝説

の中に、当時布教のために下野国を訪れていた親鸞が、夫への嫉妬に

より大蛇となってしまった女を成仏させたという話が語り継がれて

いる。この時に天から蓮華の花が降ったため、この土地は花
はな

見
み

ケ
が

丘
おか

と

も呼ばれている。 

境内には親鸞が大蛇の成仏の際に植えたと伝えられる桜と大蛇の

遺骸を埋めたといわれる蛇
じゃ

骨
こつ

塚
づか

が残されている。 

 

5) 薬
やく

師
し

寺
じ

公
きん

義
よし

（生没年不詳） 

南北朝時代に活躍した武士で、小山氏の流れをくみ、市内の薬師寺

地域に本拠を置いたと考えられている（摂津国
せっつのくに

に本拠を置く 橘
たちばな

系の

子孫とする説もある）。 

室町幕府の奉行人として活躍した後、執
しつ

事
じ

高
こうの

師
もろ

直
なお

の近臣となり、

その守護国である武蔵・上総の代官を勤めた。観
かん

応
のう

の擾
じょう

乱
らん

で師直が

敗れると出家して高野山に入ったが、約半年で還
げん

俗
ぞく

した。関東に移っ

た足
あし

利
かが

直
ただ

義
よし

を攻めるため、宇都宮氏を足利尊氏方に誘い、その勝利に

貢献した。観応２年・正平６年（1351）には子の公
きみ

光
みつ

等とともに、日

光山の堂
どう

宇
う

修理の際に棟
むな

札
ふだ

を奉納したほか、観応３年・正平７年（1352）

には、武蔵国で新田軍と戦った。その後、応安
おうあん

６年・文中
ぶんちゅう

２年（1373）

には、幕府の使節として鎌倉に下向し、永
えい

徳
とく

年間（1381～83）に 70

余歳で没したと考えられている。なお、歌人としても有名で、二
に

条
じょう

為
ため

定
さだ

に師事
し じ

し、歌集『元
げん

可
か

法
ほう

師
し

集
しゅう

』を残した。 

 

6) 児
こ

山
やま

朝
とも

定
さだ

（生没年不詳） 

宇
う

都
つの

宮
みや

頼
より

綱
つな

の四男・多
た

功
こう

宗
むね

朝
とも

の子とされる人物で、児山城（栃木県

指定史跡）を築城したと推測されている。 

朝定については、史料が乏しく、詳細は不明であるが、弘安
こうあん

６年

（1283）に宇都宮城内の一
いっ

向
こう

寺
じ

三
さん

世
ぜ

一
いち

道
どう

上
しょう

人
にん

を招いて児
こ

永
えい

山
ざん

大
だい

通
つう

寺
じ

光
こう

明
みょう

院
いん

（現在の華
け

蔵
ぞう

寺
じ

）を建立したともいわれる。 

 

 

 

 

 

 
蛇骨塚  

＜国分寺町『図説  国分寺町の歴史』，

2000，p.280＞  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
元可法師集（神宮文庫所蔵）  

 

 
 

 

児山城跡の堀と土塁  
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7) 芳賀
は が

高経
たかつね

（1497～1541） 

真
も

岡
おか

城
じょう

を本拠とする宇都宮氏の重臣で、天
てん

文
ぶん

５年（1536）に主君で

ある宇
う

都
つの

宮
みや

興
おき

綱
つな

を謀殺
ぼうさつ

した後、興綱の子俊
とし

綱
つな

を擁立
ようりつ

して家
か

督
とく

を継がせ、

宇都宮家中で大きな勢力を築いた。その後、宇都宮俊綱と対立し、身

の危険を感じて天文７年（1538）に児山城に籠城
ろうじょう

したとの記録が残さ

れている。大きな戦となることなく、小田
お だ

政治
まさはる

の仲介によって児山城

を出ることとなり、籠城事件は解決するが、天文 10 年（1541）に宇

都宮俊綱により殺害された。 

 

 

8) 元寿
げんじゅ

僧正
そうじょう

（1575～1648） 

天正３年（1575）市内田中の野口家に生まれ、14 才で出家して受

戒し、結城釈迦堂において修業を行った。 

その後、慶長８年（1603）には奈良の長
は

谷
せ

寺
でら

、更に京都の智
ち

積
しゃく

院
いん

の

玄宥
げんゆう

、祐宜
ゆうせん

、日
にち

誉
よう

の三代の化
け

主
しゅ

に歴事し、その間徳川家康や徳川秀忠

に進講を行った。 

寛
かん

永
えい

８年（1631）智積院に移り住み、僧正となり第四世化主となっ

た後、慶
けい

安
あん

元年（1648）、74 才で逝去した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9) 鳥
とり

居
い

忠
ただ

英
てる

（1665～1716） 

江戸時代中期の大名で、能登下村藩主、近江
お う み

水口
みなくち

藩主を経て下
しも

野
しけ

壬
み

生
ぶ

藩の初代藩主となった。 

正
しょう

徳
とく

２年（1712）に近江国水口から壬生に国替えとなった。壬生

の藩政では干瓢生産を始めるなど殖産興業政策を奨励し、栃木県内最

古の藩校である学習館を創設するなどして藩政の基礎を固めた。 

 

 

 

 

 

 
真岡城跡  

 
 
 

 
元寿僧正画像（野口一久蔵）  

 
 
 

 

鳥居忠英像（常楽寺蔵）  
 

 



第１章 歴史的風致形成の背景 

- 36 - 

10) 佐
さ

藤
とう

功
こう

一
いち

（1878～1941） 

旧小金井町の大越家次男として誕生し、栃木県尋常中学科第５級ま

で学んだ。その後、東京の錦城
きんじょう

中学、仙台の二高を経て、東京帝国大

学工科大学建築学科に進み、明治 36 年（1903）に卒業。学生時代に

大工棟梁の佐藤茂八宅に下宿したことが縁となり、佐藤家の養子とな

った。 

卒業後は、三重県技師・宮
く

内
ない

庁
ちょう

内
うち

匠
たくみ

寮
りょう

を経て、早稲田大学の建築

科創設主任として活躍した。大正７年（1918）には小石川の自宅に建

築事務所を開設し、建築設計に全力を注いだ。手がけた作品は、早稲

田大学大隈記念講堂や日比谷公会堂など 233 件にのぼる。作品は、ル

ネサンス様式を基調とした明快さとロマン主義の調和した特徴を持

つ。昭和 16 年（1941）５月には帝国芸術院会員に推薦されるも、６

月に逝去した。 

 

11) 平塚
ひらつか

廣
ひろ

義
よし

（1875～1937） 

山形県（羽
う

前
ぜん

）新庄出身。東京帝国大学法科政治科に学び、明治 35

年（1902）内務省に入省、明治 38 年（1905）福井県事務官、次いで

参事官となった。明治 40 年（1907）には三重県事務官、神奈川県警

察部長、愛媛県・新潟県・兵庫県内務部長を歴任した。大正５年（1916）

に第 17 代栃木県知事となり、大正 11 年（1922）10 月からは第 21 代

長崎県知事、翌年には第 17代兵庫県知事に着任した。大正 14年（1925）

には第 24 代東京府知事、昭和７年（1932）から昭和 11 年（1936）に

かけて、第 16 代台湾総督府総務長官を務めた。 

栃木県知事時代の大正 10 年（1921）に紫雲山国分寺の釈迦堂の礎

石について、国分寺跡（もしくは国分尼寺跡）の礎石であることから

永久に保存するよう保存命令を出しており、現在でもこの書類は大切

に引き継がれている。これは、大正９年（1920）の内務省地理課で下

野国分寺跡などを踏査した柴田常惠
し ば た じ ょ う え

の調査結果を受けたものと考え

られ、これにより大正 10 年（1921）に下野国分寺跡は国史跡に指定

された。史跡と共に文化財保護の先
せん

鞭
べん

となる命令であり、本市の文化

財保護に貢献した人物といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
佐藤功一（栃木県立文書館蔵）  

 

 

 
 

 

平塚廣義（栃木県立文書館蔵）  
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12) 岩
いわ

瀬
せ

鉾
ほこ

太
た

郎
ろう

（1895～1987） 

明治 28 年（1895）吉
よし

田
だ

村
むら

に生まれた剣道範士である。大正３年（1914）

修道学院に入門した。剣聖高野佐三郎範士のもとで小野派一刀流を修

め、昭和 33 年（1958）に範士八段を授与された。 

昭和 38 年（1963）に養
よう

心館
しんかん

道場を設立し、「栃木県剣道育ての親」

といわれ「礼に始まり、礼に終わる」剣道を県下に広め、「剣は心な

り 心正しければ 剣また正し 剣を学ぶ者は先
ま

ず心を学べ」という

教えを守り伝えた。栃木県剣道連盟会長を務めた貢献を称えられ、国

から勲
くん

五
ご

等
とう

瑞
ずい

宝
ほう

章
しょう

、県から文化功労賞を受けた。 

また、合併前の昭和 30 年（1955）まで吉田村村長を務め、合併後

の南河内村にて昭和 34 年（1959）まで初代村長に就任した。 

 

 

13) 小
こ

平
だいら

重
じゅう

吉
きち

（1886～1960） 

姿
すがた

村
むら

に生まれ、宇都宮農学校を卒業後、明治大学予科中退、昭和

13 年（1938）関東車体株式会社（のち小平重工業株式会社、現小平産

業株式会社）を息子久雄とともに設立した。 

昭和２年（1927）の栃木県会議員に当選、昭和 12 年（1937）には、

第 20 回衆議院議員に当選した。また、昭和 22 年（1947）４月に初代

公選栃木県知事に当選し、２期目任期途中の昭和 30 年（1955）２月

に辞任した。 

在任中は栃木県総合運動場の建設、五十里
い か り

ダム、県営川
かわ

治
じ

発電所、

日光いろは坂、粕
かす

足
あし

道路・鬼怒
き ぬ

川
がわ

大橋等の建設、宇都宮－日光間全舗

装、加藤武男（元三菱銀行頭取）と共に日光カンツリー倶楽部の基を

築くなど、土木事業に力を入れ、日光観光の発展に貢献した。 

栃木県宇都宮市総合運動公園の南側に小平の銅像がある。 
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